
ステークホルダーとの対話
　当社グループは、ステークホルダーの皆様からの期待・要望を積極的に認識し、事業活動を通じてその実

現に貢献していくことで社会的価値を創造し、同時に企業価値を高め
ていくことを目指しています。ステークホルダーの皆様との対

話を通じ、相互信頼を一層強固にしていくために、情報開
示とコミュニケーションの向上に努めています。

CSRに関する基本方針 　川崎重工グループでは、多様化するステークホルダーからの期待・要望と事業環境の変化を踏まえ、
当社グループの企業活動が社会に与える影響を改めて整理・確認し、重要課題（マテリアリティ）を特定
しました。

CSR課題の抽出・整理　DJSI、FTSE、MSCI ※、Sustainalytic s等の国際的なSRI/ES G評価機関からの業
界および当社グループへの調査項目やSASB ※、GRI等の報告ガイドラインで求められる事項を分析し、外
部アドバイザーの意見も取り入れながらCSR課題を抽出・整理しました。

課題の影響度評価と優先順位付け　ステップ１で整理したCSR課題の各項目を「社会・ステークホルダー
にとっての重要度」と「当社にとっての重要度」の観点から社内評価し、順位を仮決定しました。
　さらに、「世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」 というグループ
ミッションと、 」値価会社るす出創「、てしと応対のへ題課会社なルバーログたし識認で」6102計中「 をまと
め、最重要に位置付けました。

外部有識者ヒアリングと重要課題項目の決定　社内で行った優先順位付けについて妥当性を確認するた
め、社外の有識者にヒアリングを行い、いただいたコメントに基づいて、CSR課題の社会・ステークホル
ダーにとっての重要度を見直し、修正しました。（P41マッピング参照）

計画立案とレビュー　特定した重要課題については、GRIスタンダード※のマネジメントアプローチへの準拠
を目指し、具体的な数値目標を定め、着実な実行とフォローアップを通じて目標達成に向けてCSRを推進して
いきます。また、事業環境や社会からの期待の変化に即したCSR活動とするべく、全社CSR委員会で定期的に
重要課題などの見直しを行っていきます。
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株式会社日本政策投資銀行
執行役員　竹ケ原啓介氏

　機関投資家や資本市場
の観点からは価値創造シナ
リオが一番重要であり、川崎重工グループが
事業で貢献する「４つのアウトカム」が一番優
先度が高い。どういうKPIで、どういった時間
軸で、どういうシナリオで社会課題の解決に
貢献しようとしているのかを知りたい。川崎
重工グループの成長戦略として、グループの
業績が伸びれば伸びるほど、ROICが増えれ
ば増えるほど社会課題がどんどん解決され
ていく、その上で経営基盤もしっかりと見て
いきますということであれば投資家としては
安心して投資できる。

高崎経済大学教授　
水口剛氏

　「クリーンエネルギーの
創出」と「低炭素社会」は同
じもので、両方ともマップの一番右上に来る
べき。重複しているので整理が必要。時代は
「低炭素」から「脱炭素」に向かっている。「低
炭素社会」でなく、「脱炭素社会」と言うこと
はできないのか。
　川崎重工グループにとって一番重要なの
は気候変動への対応なのではないか。技術で
「低炭素社会」を実現してほしいが、現在の延
長上にある技術では全然課題を解決できな
い。危機感を持って画期的な技術を生み出
してほしい。

ご指摘を受けて

　「低炭素社会」の項目について、よりCO 2排出の少ない製品の提供を通じて低炭素社会を実現する「低炭素社会（製品貢献）」と、当社グループの事業
プロセス内で低炭素社会を実現していく「低炭素社会（事業活動）」の２つに分け、それぞれマップに配置しました。「ビジネスと人権」もマテリアリティに
含めました。
　「社会価値の創出」を「長期で達成すべき最重要課題」と定義し、それ以外のCSR課題を社会価値創出に向けた「経営基盤を支えるCSR課題」と位置
付けました。「社会価値の創出」と「経営基盤を支えるCSR課題」は時間軸が異なるため、管理方法を変えてフォローアップを行うこととしました。

※ご指摘を受けて修正した後のマッピングをP41に掲載しています。

損害保険ジャパン日本興亜
株式会社
CSR室シニアアドバイザー
明治大学 
経営学部特任教授　
関正雄氏

　「ビジネスと人権」はもっとマップの上に上
げていくべき。自社のバリューチェーン全体
を俯瞰してどういう人権リスクがあるかを特
定した上で、リスクの高いところから人権侵害
未然防止の取り組みを進めていくべき。 
　事業構造上、男性中心だと思うので、女性
活躍推進やジェンダーの問題について項目
を立てて強調することも検討してはどうか。

価値創造を支える基盤

※   ステークホルダー： 企業の活動によって直接的・間接的に影響を受ける人や団体など

※   DJSI、FTSE、MSCI:P16参照
※   SASB:Sustainability Accounting Standards Board
※   GRIスタンダード:Global Reporting Initiative Sustainability Reporting Standards

マテリアリティの特定プロセス

でご意見をいただいた有識者のコメント

直接的なステークホルダー

地球環境

国際社会次世代・未来
地域社会
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相互理解と共生

魅力ある職場、
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協働・協創

お客様価値の提供

中長期的な
企業価値向上

win-winの追求
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中期CSR方針
　2017年度に当社グループが取り組むべきCSR重要課題（マテリアリティ）を特定するとともに、CSR活動

」題課要重最きべす成達で期長「がプールグ社当を」出創の値価会社たじ通を業事「、し直見をみ組枠の 、そ
れ以外の課題を 事「、とものみ組枠なた新はらか度年8102。たしまけ付置位と」題課RSCるえ支を盤基営経「
業を通じた社会価値の創出」と環境・社会・ガバナンス（ESG）の重点項目について、責任部門と責任者、目指
す姿とKPIを明確にして、その達成状況を開示し、PDCAサイクルを回しながら、CSR活動の向上を図ってい
きます。

当社のCSR活動組動 織はWW ebでご紹介紹介しています。 
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https://www.khi.co.jp/sustainability/basic/organiz-
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